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百
鬼
夜
行
絵
巻
跋
文
に
お
け
る
儒
学
的
受
容

―
歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
の
場
合

名　

倉　

ミ
サ
子

は
じ
め
に

　
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
と
称
さ
れ
る
現
存
伝
本
は
七
十
巻
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
ほ
と
ん
ど
の
絵
巻
に
は
詞
書
が
な
い）

2
（

が
、
中
に
跋
文

を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
記
主
が
儒
者
と
分
か
っ
て
い
る
の
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
狩
野
洞
雲
筆
『
百
鬼
夜
行
図
』（
歴
博
本
と

す
る
）（
図
1
）
で
あ
り
、
記
主
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
内
容
に
お
い
て
歴
博
本
に
相
似
す
る
跋
文
を
有
す
る
の
が
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

蔵
『
百
鬼
夜
行
画
巻
』（
岩
瀬
文
庫
本
と
す
る
）（
図
2
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
跋
文
で
は
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
が
儒
学
的
な
見
地
か
ら
解
釈
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
絵
巻
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
二
巻
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
の
百
鬼
夜
行
絵
巻

受
容
の
一
端
を
考
え
た
い
。

一　

歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本

　

百
鬼
夜
行
絵
巻
に
は
、
そ
の
名
の
通
り
鬼
や
妖
怪
た
ち
が
行
進
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
の
が
真
珠
庵
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本
（
京
都
大
徳
寺
塔
頭
・
真
珠
庵
所
蔵
）
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
江
戸
時
代
以
降
に
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
真
珠
庵
本
と
同
じ
妖
怪
が
描

か
れ
た
絵
巻
は
、
真
珠
庵
本
系
（
統
）
と
呼
ば
れ
て
伝
本
の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
の
だ
が
、
歴
博
本
（
図
1
）
と
岩
瀬
文
庫
本
（
図
2
）

も
ま
た
、
真
珠
庵
本
系
（
統
）
に
該
当
す
る
。
真
珠
庵
本
は
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
祖
本）

3
（

に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
解
明
が
未
だ
十
分

な
さ
れ
て
い
な
い
理
由
の
一
端
は
、
詞
書
や
奥
付
な
ど
文
字
が
一
切
無
く
、
こ
れ
に
関
す
る
資
料
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
。
一
方
、

文
字
が
無
い
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
な
解
釈
が
で
き
る
と
い
う
一
面
も
あ
り
、
近
世
の
受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
儒
学
の
立
場
か
ら
解
釈
さ
れ

る
百
鬼
夜
行
絵
巻
も
現
れ
た
。
そ
れ
が
歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
で
あ
る
。

　

岩
瀬
文
庫
本
（
二
七
・
五
×
七
五
六
・
九
糎
）
は
、
百
鬼
夜
行
図
諸
本
の
中
で
最
も
歴
博
本
（
二
九
・
〇
×
一
一
九
六
・
〇
糎
）
に
近
く
、
両

者
の
跋
文
は
趣
意
が
似
て
い
る）

4
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
絵
巻
に
は
真
珠
庵
本
に
無
い
妖
怪
が
い
く
つ
か

描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
す
べ
て
の
妖
怪
の
配
置
が
両
巻
で
一
致
し
て
い
る
た
め
、

歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
は
全
く
同
じ
構
図
を
持
つ
絵
巻
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は
歴
博

本
の
摸
本
と
見
て
よ
い
。
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
妖
怪
の
衣
の
模
様
が
二
つ
の
絵
巻
で
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
有
力
な
証
左
で
あ
ろ
う
（
下
図
）。
大
き
な
相
違
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
歴

博
本
に
は
巻
頭
に
題
辞
が
あ
っ
て
跋
文
と
同
じ
く
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
岩
瀬
文
庫
本
に
は

題
辞
が
な
く
、
跋
文
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
る
点
で
あ
る
。

　

歴
博
本
は
真
珠
庵
本
系
（
統
）
の
中
で
は
最
も
早
く
模
写
さ
れ
た
絵
巻
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
歴
博
本
の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歴
博
本
の
跋
文
奥
書
に
「
甲
子
之
夏
」
と
あ
る

の
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
当
た
り
、こ
れ
ま
で
真
珠
庵
本
系
統
の
絵
巻
の
な
か
で
模
写
年
代
の
も
っ

と
も
古
い
模
本
は
、
狩
野
重
信
が
狩
野
守
房
と
名
乗
っ
て
い
た
元
禄
元
年
か
ら
宝
永
四
年
（
一
六
八
八
〜

一
七
〇
七
）
の
間
に
模
写
し
た
絵
巻
（
守
房
本
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
奥
書
の
年
紀
に
従
え
ば
、
歴
博

本
は
そ
れ
よ
り
四
年
以
上
は
早
い
と
い
う
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る）

5
（

。
こ
れ
に
対
し
て
岩
瀬
文
庫
本
は
、
近

歴博本岩瀬文庫本
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図 1　歴博本

図 2　岩瀬文庫本
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世
末
期
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
に）

6
（

、
両
巻
の
成
立
年
代
に
は
凡
そ
二
百
年
の
差
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
跋
文
は
儒

学
的
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
加
え
て
、
内
容
が
よ
く
似
通
っ
て
お
り
、
極
め
て
近
し
い
関
係
性
が
推
定
さ
れ
る
。
故
に
二
巻
は
百
鬼
夜

行
絵
巻
の
享
受
の
あ
り
方
を
見
る
上
で
興
味
深
い
。
近
世
を
通
じ
て
、
儒
者
の
間
に
同
じ
よ
う
な
享
受
が
あ
っ
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

歴
博
本
の
作
者
に
関
し
て
は
、
本
紙
巻
末
に
「
右
百
鬼
夜
行
以
古
図
写
之　

狩
野
洞
雲
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
絵
は
狩
野
洞
雲
益
信

（
一
六
二
五
〜
一
六
九
四
）
の
筆
に
よ
る
こ
と
が
分
か
る
。
洞
雲
は
狩
野
探
幽
に
学
ん
で
そ
の
養
子
と
な
り
、
幕
府
御
用
絵
師
の
駿
河
台
狩

野
家
初
代
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
跋
文
に
つ
い
て
は
、
題
辞
に
「
括
峰
」、
跋
文
奥
書
に
「
鶴
山
野
節
識
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
共
に
人
見

友
元
鶴
山
（
一
六
三
七
〜
一
六
九
六
）
を
表
す
も
の
で
、鶴
山
は
姓
が
小
野
氏
で
名
を
節
と
も
称
し
た
。『
本
朝
通
鑑
』
の
編
修
に
も
携
わ
っ

た
林
羅
山
門
下
の
儒
者
で
あ
り
、『
続
本
朝
通
巻
』
の
編
纂
も
し
て
い
る）

7
（

。

　

一
方
、
岩
瀬
文
庫
本
の
作
者
は
ど
う
か
。
絵
は
一
流
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、
跋
文
の
奥
書
部
分
に
は
「
半
田
氏
」
と
墨
書

さ
れ
、
そ
の
左
に
「
半
田
蔵
書
」
の
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
半
田
氏
」
が
、
果
た
し
て
絵
を
描
い
た
人
物
と
同
一
な
の
か
否
か
も

含
め
て
、
他
に
手
掛
か
り
が
な
い
た
め
に
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。
跋
文
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
「
近
世
前
期
頃
の
筆
蹟
を
模
写
し
た
も
の

で
写
崩
れ
あ
り
。
幕
末
頃
の
模
本
」
と
さ
れ
て
い
る）

8
（

。
細
い
竹
を
軸
と
し
、
全
巻
を
通
し
て
用
紙
の
寸
法
も
材
質
も
一
定
で
は
な
く
、
裏
打

ち
も
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
跋
文
が
巻
末
の
絵
と
同
紙
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
跋
文
は
後
に
付
け
足
し
た
も
の
で
は

な
く
、
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
の
二
巻
は
絵
巻
の
構
成
が
似
て
い
る
こ
と
、
何
よ
り
も
跋
文
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
儒
者

に
よ
る
あ
る
い
は
儒
者
的
な
人
物
に
よ
る
跋
文
で
あ
る
こ
と
、
成
立
年
代
に
二
百
年
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
二
つ
の
跋
文
に
見
え
る
儒
学
的

な
要
素
か
ら
、
近
世
を
通
じ
て
同
じ
よ
う
な
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
受
容
が
あ
っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
点
に
お
い
て
検
討
す

る
意
義
の
あ
る
絵
巻
だ
と
思
わ
れ
る
。
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二　

歴
博
本
の
跋
文

（
1
）　

構
成

　

歴
博
本
に
は
「
陽
長
陰
消
」
と
書
か
れ
た
題
辞
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
周
易
』「
繋
辞
上
伝
」
に
「
一
陰
一
陽
す
る
之
を
道
と
謂
ふ
」
と
す

る
考
え
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
陰
に
な
っ
た
り
陽
に
な
っ
た
り
、
相
反
し
相
対
す
る
陰
陽
二
気
の
運
行
に
よ
っ
て
万
物
の
生
成
や
変
化
を

説
明
し
、
自
然
の
理
法
を
説
く
思
想
で
あ
る
。
例
え
ば
月
や
夜
を
陰
と
し
日
や
昼
を
陽
と
す
る
類
で
、
あ
ら
ゆ
る
物
や
事
象
が
陰
陽
に
分
類

さ
れ
、
す
べ
て
が
消
長
を
繰
り
返
す
と
す
る
。
題
辞
の
「
陽
長
陰
消
」
は
最
善
、
最
高
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
陰
陽
の

運
行
に
よ
れ
ば
や
が
て
陰
に
転
じ
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る）

9
（

。

　

次
に
跋
文
の
翻
刻
を
記
し
、
私
に
書
き
下
し
文
に
改
め
た
も
の
を
括
弧
内
に
挙
げ
る
。（
翻
刻
の
斜
線
は
行
移
り
を
示
す
。
表
記
は
現
行

の
字
体
を
用
い
、
①
な
ど
の
丸
で
囲
ん
だ
数
字
を
私
に
付
し
た
。
数
字
は
書
き
下
し
文
と
対
応
し
て
い
る
。）

①
本
邦
陰
陽
家
謂
百
／
鬼
夜
行
日
不
可
夜
／
行
云
不
知
何
説
也
／
中
華
有
道
士
者
書
／
符
避
鬼
乃
多
其
術
／
所
由
者
在
此
乎
②
天
／
暦

朝
右
大
臣
藤
師
輔
／
有
賢
徳
能
通
神
明
一
／
夕
乗
車
而
行
俄
命
従
／
者
避
車
於
道
傍
執
笏
／
跪
坐
少
間
又
命
従
者
曰
／
方
今
百
鬼
夜
行

已
過
冝
／
行
車
聞
者
奇
之
憶
夫
有
／
故
矣
果
不
可
知
之
③
古
謂
／
高
明
之
家
鬼
瞰
其
室
固
／
可
監
戒
為
④
凡
鬼
神
之
事
／
不
可
度
思
矧

可
射
思
然
／
⑤
程
子
曰
敬
勝
百
邪
乃
能
／
自
省
而
忠
誠
則
何
憂
鬼
／
⑥
鬼
夜
行
図
異
状
怪
貌
千
／
態
万
変
不
堪
棒
腹
乃
一
／
種
之
戯
玩

也
今
新
模
之
／
而
為
一
軸
啻
匪
哄
堂
之
／
具
亦
為
鬼
瞰
之
戒
乃
不
／
可
謂
無
益
乎

（
①
本
邦
陰
陽
家
の
謂
ふ
、
百
鬼
夜
行
日
、
夜
行
す
べ
か
ら
ず
と
。
云こ
れ

、
何
の
説
か
知
ら
ざ
る
な
り
。
中
華
有
道
士
は
、
符
に
書
き
て

鬼
を
避
け
り
。
乃
ち
多
く
そ
の
術
の
由
所
は
、
此
れ
に
在
か
。
②
天
暦
朝
右
大
臣
藤
師
輔
は
、
賢
徳
有
り
て
能
く
神
明
に
通
ず
。
一
夕

車
に
乗
じ
て
行
く
に
、
俄
か
に
従
者
に
命
じ
て
車
を
避
け
、
道
の
傍
ら
に
笏
を
執
り
跪
坐
す
。
少
間
あ
り
て
又
従
者
に
命
じ
て
曰
は
く
、
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方
に
今
、
百
鬼
夜
行
已
に
過
せ
り
、
宜
し
く
車
を
行
か
せ
る
べ
し
。
聞
く
者
此
れ
を
奇
し
く
憶
ふ
に
、
夫
故
有
る
か
。
果
た
し
て
こ
れ

を
知
る
べ
か
ら
ず
。
③
古
に
謂
ふ
、
高
明
の
家
は
鬼
其
室
を
瞰う
か
がふ

と
。
固
く
監
戒
を
為
す
べ
し
。
④
凡
そ
鬼
神
の
事
は
思
ひ
度は
か

る
べ
か

ら
ず
、
矧い
わ

ん
や
思
ひ
射い
と

ふ
べ
け
ん
や
。
然
れ
ば
、
⑤
程
子
曰
は
く
、
敬
は
百
邪
に
勝
つ
と
。
乃
ち
能
く
自
省
し
て
忠
誠
し
た
れ
ば
、
則

ち
何
ぞ
鬼
を
憂
え
ん
。
⑥
鬼
の
夜
行
図
の
異
状
の
怪
貌
、
千
態
万
変
は
棒ほ
う

腹ふ
く

に
堪
え
ざ
れ
ば
、
乃
ち
一
種
の
戯
玩
な
り
。
今
新
た
に
こ

れ
を
模
し
て
一
軸
と
為
す
は
、
啻た

だ
堂
の
具
を
哄わ
ら

ふ
に
匪あ
ら

ず
し
て
、
亦
お
お
い
に

鬼き

瞰か
ん

の
戒
と
為
す
。
乃
ち
無
益
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
や
。）

　

右
の
跋
文
の
内
容
は
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
①
で
陰
陽
家
の
「
百
鬼
夜
行
日
」
に
関
す
る
説
に
触
れ
、
②
で
は
院
政

期
頃
に
成
立
し
た
『
大
鏡
』
の
師
輔
説
話
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
次
の
③
④
⑤
で
は
儒
学
の
教
え
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
鬼
難
に
処
す
る
方
法

を
説
き
、
⑥
で
こ
の
絵
巻
に
つ
い
て
述
べ
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）　

儒
学
の
教
え

　

こ
こ
で
は
跋
文
の
内
容
を
構
成
に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
「
百
鬼
夜
行
日
」

　
「
陰
陽
家
の
謂
ふ
百
鬼
夜
行
日
」
に
つ
い
て
は
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
に
編
集
さ
れ
た
陰
陽
家
の
書
『
暦
林
問
答
集）

10
（

』
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
陰
陽
の
始
終
を
理
由
と
し
て
、
子
の
刻
の
外
出
を
禁
じ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

或
問
。
忌
二
夜
行
一
者
何
也
。
答
曰
。
暦
図
云
、
忌
二
夜
行
一
者
。
名
二
百
鬼
夜
行
日
一
。
但
忌
レ
時
不
レ
忌
レ
日
。
今
按
。
子
時
忌
レ
之
。
是

子
陰
陽
之
始
終
。
故
此
時
不
レ
可
二
出
行
一
。
遠
近
皆
死
亡
。

　

跋
文
は
該
当
日
の
事
を
伝
聞
と
し
て
記
す
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、「
中
華
有
道
士
」
が
用
い
る
僻
邪
符
に
言
及
し
て
、
儒
者
の
観
点

か
ら
鬼
を
避
け
る
方
法
を
示
し
て
い
る
。

②
「
右
大
臣
藤
師
輔
」
…
師
輔
説
話

　

院
政
期
に
成
立
し
た
『
大
鏡）

11
（

』
に
は
、
藤
原
師
輔
が
百
鬼
夜
行
の
難
を
逃
れ
た
と
い
う
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
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あ
る
。（
引
用
文
は
表
記
を
改
め
、
歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
に
関
わ
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。）

九
篠
殿
は
百
鬼
夜
行
に
遇
は
せ
給
へ
る
は
。
何
れ
の
月
と
言
ふ
事
は
、
え
う
け
た
ま
は
ら
ず
、
い
み
じ
う
夜
更
け
て
、
内
よ
り
出
で
給

ふ
に
、
大
宮
よ
り
南
ざ
ま
へ
お
は
し
ま
す
に
、
あ
は
ゝ
の
辻
の
程
に
て
、
御
車
の
す
だ
れ
打
ち
垂
れ
さ
せ
給
ひ
て
、「
御
車
牛
も
か
き

降
ろ
せ
〳
〵
」
と
、
急
ぎ
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
あ
や
し
と
思
へ
ど
、
か
き
降
ろ
し
つ
。
御
随
身
・
御
前
ど
も
ゝ
、
如
何
な
る
事
の
お
は

し
ま
す
ぞ
と
、
御
車
の
も
と
に
近
く
参
り
た
れ
ば
、
御
し
た
す
だ
れ
麗
し
く
引
き
垂
れ
て
、
御
笏
と
り
て
う
つ
ぶ
さ
せ
給
へ
る
け
し
き
、

い
み
じ
う
人
に
か
し
こ
ま
り
申
さ
せ
給
へ
る
さ
ま
に
て
お
は
し
ま
す
。「
御
車
は
し
ぢ
に
か
く
な
。
た
ゞ
随
身
ど
も
は
、
長
柄
の
左
・

右
の
く
び
き
の
も
と
に
い
と
近
く
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
先
を
高
く
を
へ
。
ざ
う
し
き
ど
も
ゝ
、
声
絶
え
さ
す
な
、
御
前
ど
も
近
く
あ
れ
」
と

仰
せ
ら
れ
て
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
い
み
じ
う
よ
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
。
牛
を
ば
、
御
車
の
隠
れ
の
方
に
引
き
立
て
さ
せ
給
へ
り
。
さ
て
時

中
ば
か
り
あ
り
て
ぞ
、
御
す
だ
れ
上
げ
さ
せ
給
て
、「
今
は
、
牛
か
け
て
や
れ
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ど
、
つ
ゆ
御
供
の
人
は
心
得
ざ
り

け
り
。

　

説
話
に
は
「
九
條
殿
」
と
の
み
記
さ
れ
る
師
輔
に
、
歴
博
本
で
は
「
天
暦
朝
右
大
臣
」、「
有
賢
徳
能
通
神
明
」
と
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
師
輔
の
地
位
を
示
し
た
う
え
で
、
徳
が
あ
り
神
明
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
人
物
像
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
歴
博
本
で
は
こ
の
よ
う
な

人
物
が
「
車
を
避
け
、
道
の
傍
ら
に
笏
を
執
り
跪
坐
」
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
百
鬼
夜
行
の
難
を
逃
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
師
輔
の
行
動
は
、

「
御
笏
と
り
て
う
つ
ぶ
さ
せ
」「
い
み
じ
う
人
に
か
し
こ
ま
り
申
さ
せ
給
へ
る
さ
ま
」
と
記
さ
れ
る
説
話
に
通
じ
、
人
知
の
及
ば
ぬ
対
象
を
前

に
、
畏
敬
や
慎
み
を
表
し
た
敬
虔
な
態
度
と
捉
え
得
る
。
歴
博
本
と
説
話
で
は
共
に
、
従
者
た
ち
に
は
百
鬼
夜
行
に
出
会
っ
た
こ
と
が
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
人
物
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
説
話
で
師
輔
は
「
尊
勝
陀
羅
尼
」
を
唱
え
る
。
こ
の
仏
教
的
な
要
素

は
百
鬼
退
散
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
が
、
歴
博
本
に
は
出
て
こ
な
い
。
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③
④
⑤
「
古
に
謂
ふ
」
…
儒
学
の
教
え

　
「
古
謂
」
以
下
の
三
つ
の
語
句
は
、
漢
籍
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
③
「
高
明
之
家
鬼
瞰
其
室
固
」
は
、『
周
易
』「（
55
）
豊
」
に
対

す
る
注
釈
の
一
つ
で
、
多
く
の
注
釈
書
に
み
え
る）

12
（

。

子
雲
云
、
炎
炎
は
滅
し
、
隆
隆
は
絶
ふ
る
。
雷
を
観
、
火
を
観
る
は
盈あ
ま

り
て
実
ち
た
り
。
天
其
の
声
を
収
し
、
地
其
の
熱
を
蔵
す
。
高

明
の
家
は
鬼
其
の
室
を
瞰
ふ
、
正
に
此
義
と
合
し
た
り
。

　
「
炎
炎
」、「
隆
隆
」「
盈
」「
実
」
は
極
ま
っ
た
状
態
を
示
す
。「
高
明
」
と
は
位
が
高
く
勢
力
の
強
い
人
や
金
持
ち
の
家
を
い
う
。
物
事
が

極
ま
れ
ば
反
転
す
る
、
つ
ま
り
隆
盛
が
極
ま
れ
ば
や
が
て
衰
え
る
故
に
十
分
用
心
せ
よ
と
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
気
の
運
行
を
示

す
「
陰
陽
消
長
」
に
通
じ
る
考
え
方
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

④
「
凡
鬼
神
之
事
不
可
度
思
矧
可
射
思
然
」
は
、『
詩
経
』
大
雅
・
抑
篇
を
典
拠
と
す
る
語
句
で
、『
中
庸
』
第
三
（
朱
子
章
句
十
六
章
）
に

は
「
詩
に
曰
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

詩
曰
、
鬼
神
の
徳
た
る
、
其
れ
盛
ん
な
る
か
な
。
之
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
を
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
物
に
體
し
て
遺
す
可
あ
ら
ず
。

天
下
の
人
を
し
て
、
齊
明
し
盛
服
し
て
、
以
て
祭
祀
を
承
げ
し
む
。
洋
洋
乎
と
し
て
、
其
の
上
に
在
る
が
如
し
。
其
の
左
右
に
在
る
が

如
し
。
詩
に
曰
、
神
の
格
た
る
、
度
る
可
か
ら
ず
、
矧
ん
や
射
ふ
可
け
ん
や
、
と
。
夫
れ
微
の
顕
な
る
、
誠
の
揜
ふ
可
か
ら
ざ
る
、
此

の
如
き
か
な
。

　
「
格
」
は
来
る
・
到
る
、「
射
」
は
厭
う
・
怠
る
の
意
で
、
鬼
神
を
計
っ
た
り
厭
っ
た
り
す
べ
き
で
な
い
と
説
く
。
跋
文
は
『
中
庸
』
に
記

さ
れ
た
、
見
え
ず
聞
こ
え
ず
形
に
も
表
れ
な
い
鬼
神
を
踏
ま
え
た
上
で
、
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
「
敬
勝
百
邪
」
は
、
程
子
（
程
明
道
）
の
こ
と
ば
で
あ
る）

13
（

。「
自
省
」
と
「
忠
誠
」
と
が
、
百
邪
に
勝
つ
方
法
と
し
て
こ
こ
に
提
示
さ
れ

て
い
る
。「
敬
」
は
敬
う
と
共
に
慎
む
意
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
跋
文
②
で
は
「
避
車
於
道
傍
執
笏
跪
坐
」
と
い
う
行
動
を
「
敬
」
と
捉

え
て
、
師
輔
の
人
物
像
に
儒
学
的
な
あ
り
方
が
付
与
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
朱
子
が
編
ん
だ
『
近
思
録
』
に
は
「
敬
勝
百
邪
」
の
前

後
に
、「
天
地
位
を
設
け
て
易
其
の
中
に
行
は
る
る
は
、
只
是
れ
敬
な
れ
ば
な
り
。
敬
な
れ
ば
則
ち
間
断
無
し
」、「
敬
を
し
て
以
て
内
を
直
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く
し
、
義
に
し
て
以
て
外
を
方
し
く
す
る
は
、
仁
な
り
」
な
ど
の
言
が
あ
る
。「
敬
勝
百
邪
」
は
、
朱
子
が
邪
悪
と
の
対
立
に
つ
い
て
敬
の

効
用
を
主
張
し
た
か
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る）

14
（

。

　

跋
文
は
、
漢
籍
に
見
ら
れ
る
儒
学
者
の
こ
と
ば
に
基
づ
い
て
そ
の
教
え
を
説
い
て
い
る
。
作
者
が
近
世
朱
子
学
を
成
立
さ
せ
幕
府
に
重
用

さ
れ
た
儒
者
林
羅
山
の
息
、
林
鵞
峰
を
師
と
す
る
儒
官
で
あ
れ
ば
、「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
を
締
め
く
く
る
儒
学
の
教
え
と
し
て
、
こ
の
語
句

は
選
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

⑥
「
鬼
夜
行
図
」
…
歴
博
本
の
鬼

　

⑥
以
下
、
こ
の
百
鬼
夜
行
図
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
記
主
・
鶴
山
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
戯
玩
」
と
は
玩

具
、
慰
み
物
の
意
で
あ
る
。
鬼
は
「
戯
玩
」
と
し
て
、
腹
を
抱
え
て
大
笑
い
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
た
だ
哄
い
楽
し
む
だ
け

の
た
め
に
作
る
の
で
は
な
く
、
鬼
の
夜
行
図
を
大
い
に
「
鬼
瞰
戒
」
に
し
よ
う
と
い
う
な
ら
、「
無
益
」
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
結
ん
で

い
る
。

　

こ
の
直
前
ま
で
は
、
計
り
知
れ
な
い
存
在
の
、
い
わ
ば
畏
敬
の
対
象
と
し
て
鬼
神
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
儒
学
的
な
態

度
か
ら
一
転
し
て
鬼
が
笑
い
の
対
象
に
変
わ
り
、
ま
た
も
や
翻
っ
て
「
鬼
瞰
戒
」
に
す
る
た
め
に
こ
の
絵
巻
を
作
る
と
い
う
。
次
に
こ
う
し

た
行
為
を
「
無
益
」
な
こ
と
か
と
反
語
で
問
い
か
け
、
無
益
な
こ
と
だ
と
転
じ
て
跋
文
が
終
わ
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
次
に
考
え
た

い
。（

3
）　

畏
敬
と
笑
い

　
「
鬼
夜
行
図
」
に
描
か
れ
た
鬼
と
漢
籍
に
記
さ
れ
た
鬼
神
の
間
に
は
、
跋
文
が
向
き
あ
う
姿
勢
に
落
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
可
視
化
さ
れ
て

い
る
か
否
か
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
跋
文
で
は
異
形
の
鬼
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
に
言
及
し
て
い
る
が
、「
鬼
夜
行
図
」
は
見

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
笑
い
の
対
象
と
な
り
、
鬼
は
絵
巻
に
と
ど
ま
る
「
戯
玩
」
に
過
ぎ
な
い
。
記
述
に
よ
れ
ば
「
古
」
の
教
え
に
あ
る
鬼
や

鬼
神
は
、
人
知
を
超
え
た
計
り
が
た
い
存
在
と
し
て
畏
敬
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。「
夜
行
図
」
の
鬼
を
戯
玩
と
し
て
否
定
す
る
反
面
、
見



38

え
な
い
鬼
神
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
敬
」
し
て
い
れ
ば
「
百
邪
」
に
も
勝
つ
が
、
自
省
・
忠
誠
と
い
う
不
断
の
努
力
を

怠
れ
ば
邪
に
負
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
自
身
の
あ
り
方
だ
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
跋
文
は
、
自
分
の
中
に
あ
っ
て

機
会
を
「
瞰
」
っ
て
い
る
鬼
こ
そ
畏
れ
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
文
字
で
書
か
れ
た
鬼
と
絵
に
描
か
れ
た

鬼
と
の
対
照
が
見
ら
れ
る
。「
戯
玩
」「
無
益
」
と
あ
る
の
は
、『
書
経
』「
旅

」
の
語
句
、「
玩
人
喪
徳
、玩
物
喪
志
」
が
典
拠
と
思
わ
れ
る
。

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

人
を
玩
べ
ば
徳
を
喪
い
、
物
を
玩
べ
ば
志
を
喪
ふ
。
志
は
道
を
以
て
寧
く
、
言
は
道
を
以
て
接
は
る
。
無
益
を
作
し
て
有
益
を
害
せ
ざ

れ
ば
、
功
乃
ち
成
る
。

　

道
徳
の
実
践
や
修
養
を
本
と
す
る
儒
者
に
と
っ
て
の
玩
物
と
は
、
詩
文
風
流
の
遊
び
に
当
た
る）

15
（

。
跋
文
で
は
鬼
を
指
し
て
「
戯
玩
」
と
断

じ
た
上
で
、
絵
巻
を
作
り
「
鬼
瞰
之
戒
」
に
す
る
こ
と
を
、「
無
益
と
は
謂
え
な
い
か
、
い
や
無
益
で
あ
る
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
し
か

し
『
書
経
』
に
こ
れ
を
当
て
る
な
ら
、
無
益
と
断
じ
た
「
今
新
模
之
而
為
一
軸
」
と
い
う
行
為
は
、「
功
乃
ち
成
る
」
に
転
じ
る
可
能
性
を

孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
跋
文
は
絵
に
導
か
れ
た
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い
。「
棒
腹
」
の
直
接
の
原
因
は
「
異
状
怪
貌
千
態
万
変
」
と
す
る
絵
の

表
現
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
計
り
が
た
い
も
の
を
描
い
た
と
こ
ろ
に
儒
学
者
と
し
て
面
白
味
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
漢
文
で
尤
も

ら
し
い
体
裁
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
絵
巻
に
描
か
れ
た
鬼
な
ど
「
鬼
瞰
の
戒
」
に
出
来
よ
う
は
ず
の
な
い
「
無
益
」
な
も
の
で
あ
り
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
を
「
鬼
瞰
」
に
備
え
よ
う
と
す
る
行
為
も
ま
た
「
棒
腹
」
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
無
益
を
な
す
自
分

自
身
を
自
覚
し
つ
つ
、
高
み
か
ら
眺
め
て
愉
快
を
感
じ
て
い
る
や
も
知
れ
ず
、「
異
状
怪
貌
千
態
万
変
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
鬼
の
ひ
と

つ
一
つ
を
鑑
賞
し
て
、
表
現
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
趣
が
窺
え
る
。
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三　

岩
瀬
文
庫
本
の
跋
文

（
1
）　

構
成

　

岩
瀬
文
庫
本
に
は
題
辞
が
な
く
、
跋
文
は
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
翻
刻
を
引
用
す
る）

16
（

。（
原
文
の
行
移
り
は
示
さ
ず
、

私
に
表
記
を
改
め
て
便
宜
上
⑦
の
よ
う
に
番
号
と
句
読
点
を
付
し
た
。）

一
つ
の
巻
物
に
写
せ
る
絵
あ
り
。
⑦
世
に
こ
と
や
う
の
物
を
あ
ま
た
か
け
り
。
お
か
し
く
も
猛
く
も
見
所
す
く
な
か
ら
ず
。
是
な
ん
昔

よ
り
い
ひ
伝
ふ
る
百
鬼
夜
行
の
図
に
は
べ
る
と
ぞ
。
⑧
陰
陽
家
に
い
ひ
伝
ふ
る
は
百
鬼
夜
行
の
日
と
い
ふ
事
あ
り
て
、
其
夜
道
を
ゆ
け

ば
、
け
し
う
あ
や
し
き
物
目
に
も
見
え
、
怖
ろ
し
き
心
の
起
こ
る
と
い
へ
り
。
拾
芥
抄
の
例
ひ
に
も
此
日
ど
り
の
事
を
し
る
せ
り
。
広

き
天
地
の
う
ち
、
世
に
か
ば
か
り
の
事
の
あ
る
ま
じ
き
際
に
は
あ
ら
ね
ど
、
又
か
な
ら
ず
と
す
べ
き
事
に
も
あ
ら
ず
。
⑨
む
か
し
、
師

輔
の
お
と
ど
内
よ
り
ま
か
で
帰
り
給
ふ
夜
、
大
宮
の
ほ
と
り
に
て
此
事
に
も
の
し
ぬ
れ
ば
、
車
を
降
ろ
し
す
だ
れ
を
垂
れ
て
座
を
く
だ

り
畏
ま
り
、
慎
み
の
心
を
以
て
陀
羅
尼
を
い
み
じ
う
よ
ま
れ
し
か
ば
、
あ
へ
て
さ
は
る
事
も
あ
ら
で
、
妖
怪
た
ち
ま
ち
已
み
け
る
と
ぞ
。

世
継
の
翁
の
物
語
り
に
は
、
記
し
を
き
侍
り
け
り
。
忌
み
慎
み
お
そ
れ
ざ
ら
ん
や
。
是
や
う
の
事
を
よ
り
所
と
し
て
絵
に
さ
へ
も
描
き

け
ん
か
し
。
し
か
は
あ
れ
ど
⑩
聖
の
道
の
教
へ
を
い
は
ば
、
凡
天
地
の
う
ち
に
人
ほ
ど
貴
と
き
も
の
は
あ
ら
じ
。
⑪
人
の
心
正
し
き
時

は
、
諸
々
の
化
物
を
怖
る
る
に
足
ら
ず
。
な
ん
ぞ
悪
鬼
等
善
人
に
祟
り
を
な
す
べ
け
ん
や
。
人
の
心
正
し
か
ら
ず
ば
、
物
の
祟
り
も
な

ど
か
無
か
ら
む
。
邪
気
は
正
し
き
所
へ
入
ら
ず
、
虚
を
窺
ひ
て
入
と
い
へ
り
。
心
さ
へ
正
し
か
ら
ば
、
深
夜
に
も
の
す
ご
き
道
を
ひ
と

り
行
と
い
ふ
と
も
、
百
鬼
出
て
妖
怪
を
す
べ
か
ら
ず
。
慎
む
べ
し
慎
む
べ
し
。
こ
こ
を
以
て
⑫
妖
不
勝
徳
と
も
ろ
こ
し
の
文
に
も
記
せ

る
を
や
。

　

跋
文
の
内
容
は
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
が
、
歴
博
本
に
対
応
す
る
部
分
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。
ま
ず
⑦
で
こ
の
絵
巻
に
つ
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い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
（
歴
博
本
⑥
）。
次
に
⑧
で
陰
陽
家
の
「
百
鬼
夜
行
日
」
に
関
す
る
説
に
触
れ
（
歴
博
本
①
）、
⑨
で

『
大
鏡
』
の
師
輔
説
話
を
例
に
挙
げ
る
（
歴
博
本
②
）。
そ
し
て
⑩
で
は
儒
学
的
な
教
え
を
挙
げ
て
鬼
に
対
処
す
る
方
法
を
説
く
（
歴
博
本
③

④
⑤
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
並
び
方
に
若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
の
組
み
立
て
は
歴
博
本
に
呼
応
し
て
い
る
。

（
2
）　

儒
学
の
教
え

⑦
「
百
鬼
夜
行
の
図
」
…
岩
瀬
文
庫
本
の
鬼

　

こ
こ
で
は
絵
巻
の
鬼
に
つ
い
て
触
れ
、「
異
様
の
も
の
を
あ
ま
た
」
描
い
た
絵
を
「
お
か
し
く
も
猛
く
も
見
所
す
く
な
か
ら
す
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
た
く
さ
ん
描
か
れ
た
「
異
様
の
も
の
」
を
怖
れ
る
の
で
は
な
く
、
眺
め
て
鑑
賞
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
歴
博
本
の
⑥
で
、
鬼
の
夜
行
図
を
単
な
る
絵
、「
戯
玩
」
と
し
て
「
異
状
怪
貌
千
態
万
変
」
を
眺
め
、「
不
堪
棒
腹
」
と
す
る
姿
勢
と
似

通
う
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
岩
瀬
文
庫
本
が
「
昔
よ
り
い
ひ
伝
ふ
る
百
鬼
夜
行
の
図
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

⑧
「
百
鬼
夜
行
の
日
」

　

歴
博
本
と
同
じ
く
陰
陽
家
に
伝
え
る
百
鬼
夜
行
日
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
夜
行
に
よ
っ
て
起
こ
る
事
象
を
説
明
し
て
い
る
点
が
、
歴

博
本
に
は
無
い
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
て
い
る
『
拾
芥
抄）

17
（

』
に
は
、「
百
鬼
夜
行
日
不
可
夜
行　

子
正　

午
二　

巳
三　

戌
四　

未
五

　

辰
六
」
と
あ
る
。
次
い
で
百
鬼
夜
行
の
有
無
に
つ
い
て
、「
あ
る
ま
じ
き
際
に
は
あ
ら
ね
ど
」
と
否
定
す
る
一
方
で
、
必
ず
無
い
と
す
べ

き
事
で
も
な
い
と
し
て
、
広
い
世
の
中
に
百
鬼
が
存
在
す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
歴
博
本
で
鬼
の
絵
を
笑
う
一
方
で
、
鬼

神
の
事
は
思
い
度
る
べ
か
ら
ず
と
し
て
、
十
分
注
意
す
る
こ
と
を
説
く
態
度
と
通
じ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑨
「
師
輔
の
お
と
ど
」
…
師
輔
説
話

　
『
大
鏡
』
の
師
輔
説
話
に
従
っ
て
、「
陀
羅
尼
を
い
み
じ
う
よ
ま
れ
し
か
ば
」
と
尊
勝
陀
羅
尼
を
唱
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
百
鬼
が
退
散
し
た

と
記
す
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
仏
教
が
前
面
に
出
て
お
り
、
歴
博
本
に
は
無
い
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
輔
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
る
と
歴

博
本
と
の
共
通
点
も
窺
え
る
。「
座
を
く
だ
り
畏
ま
り
、
慎
み
の
心
を
以
て
」、「
忌
み
慎
み
お
そ
れ
ざ
ら
ん
や
。」
と
記
さ
れ
る
そ
の
態
度
か
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ら
、
師
輔
の
人
物
像
に
は
歴
博
本
に
相
似
し
た
儒
学
的
な
視
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鬼
が
退
散
し
た
理
由
は

「
陀
羅
尼
」
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
敬
し
て
鬼
を
恐
れ
な
い
師
輔
の
人
物
像
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
師
輔
説
話
に

関
す
る
こ
の
部
分
に
は
、「
陀
羅
尼
」
と
明
確
に
示
さ
れ
た
仏
教
と
「
畏
ま
り
」
や
「
慎
み
」
に
垣
間
見
え
る
儒
学
的
な
要
素
が
混
在
し
て

い
る
。

　

跋
文
は
さ
ら
に
、「
是
や
う
の
事
」
す
な
わ
ち
、
師
輔
説
話
が
「
よ
り
所
」
と
な
っ
て
こ
の
岩
瀬
文
庫
本
の
絵
に
表
現
さ
れ
た
可
能
性
を

述
べ
て
い
る
。「
是
や
う
の
事
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
他
に
も
「
よ
り
所
」
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、『
付
喪
神
記
』
に
は
師

輔
に
関
す
る
同
様
の
説
話
が
あ
り
、『
宝
物
集
』
に
は
師
輔
と
藤
原
常
行
が
同
様
に
陀
羅
尼
で
鬼
難
を
免
れ
た
話
が
あ
る）

18
（

。
跋
文
は
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑩
⑪
⑫
「
聖
の
道
の
教
へ
」
…
儒
学
の
教
え

⑩
「
天
地
の
う
ち
に
人
ほ
ど
貴
き
も
の
は
あ
ら
じ
」
と
す
る
人
間
観
は
、
左
記
の
『
書
経
』（
奉
誓
上
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

惟
れ
天
地
は
万
物
の
父
母
、
惟
れ
人
は
万
物
の
霊
な
り

　

人
を
万
物
の
最
上
位
に
置
く
考
え
は
、
言
い
回
し
は
異
な
る
も
の
の
「
天
の
万
物
を
生
ず
る
、
唯
人
〔
の
み
〕
貴
し
と
な
す
」（『
列
氏
』

天
瑞
第
一）

19
（

）、「
人
は
気
有
り
て
生
有
り
、知
有
り
て
亦
且
る
義
有
り
、故
に
最
も
天
下
の
貴
と
為
す
な
り
。」（『
荀
子
』
巻
第
五
王
制
篇
第
九
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
林
羅
山）

20
（

「
天
地
ノ
間
ニ
イ
キ
ト
シ
イ
ケ
ル
モ
ノ
、
人
ヨ
リ
貴
キ
モ
ノ
ハ
ナ
シ
」
な
ど
、
多
く
は
儒
者
に
よ
っ
て
説
か
れ

た
が
、
仏
教
僧
の
浅
井
了
意
に
よ
る
仮
名
草
子
『
浮
世
物
語
』
に
も
「
夫
、
人
は
天
地
の
中
に
生
ま
れ
て
、
し
か
も
万
物
の
霊
也）

21
（

。」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
人
は
万
物
の
霊
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、近
世
期
に
勧
善
懲
悪
の
根
拠
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た）

22
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

百
鬼
夜
行
を
描
く
こ
の
絵
巻
に
懲
悪
の
手
立
て
と
し
て
正
し
さ
が
説
か
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑪
「
人
の
心
正
し
き
と
き
」
以
下
の
部
分
で
は
、
心
を
正
し
く
保
て
と
重
ね
て
説
き
、
最
後
に
呪
文
の
よ
う
に
「
慎
む
べ
し
。
慎
む
べ
し
」

と
繰
り
返
し
て
ま
と
め
て
い
る
。「
諸
々
の
化
物
」
が
、人
の
心
の
あ
り
様
に
左
右
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
は
、歴
博
本
の
⑤
で
「
敬
勝
百
邪
」
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と
い
う
こ
と
ば
で
説
く
も
の
と
通
底
す
る
。
結
局
は
人
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、こ
の
考
え
方
を
象
徴
す
る
の
が
「
妖
由
人
興
也
」

で
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
荘
公
十
四
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

人
の
忌
む
所
は
、
其
の
気
炎
し
て
以
て
之
を
取
る
。
妖
は
人
に
由
り
て
興
る
な
り
。
人
釁
無
く
ん
ば
、
妖
自
ら
作
ら
ず
。
人
常
を
棄
つ

れ
ば
則
ち
妖
興
る
。
故
に
妖
有
り
。

　
「
釁
」
と
は
隙
や
あ
や
ま
ち
や
罪
を
い
う
。「
妖
由
人
興
也
」
は
、
岩
瀬
文
庫
本
の
「
邪
気
は
正
し
き
所
へ
入
ら
ず
、
虚
を
窺
ひ
て
入
と
い

へ
り
」
に
そ
の
ま
ま
適
応
で
き
る
が
、
南
北
朝
時
代
の
禅
僧
・
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
三
月
十
九

日
条
に
は
「
凡
魔
事
発
レ
心
。
若
動
則
魔
必
乘
レ
隙
。
不
動
則
魔
自
退
矣）

23
（

」
す
な
わ
ち
、
魔
は
人
の
心
の
す
き
に
入
る
と
説
い
て
い
る
。
中

世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
禅
に
お
い
て
は
、
仏
教
的
思
考
か
ら
儒
教
的
思
考
の
優
位
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
た）

24
（

。
慎
ん
で
心
を
正
し
く
保
て
ば

何
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
説
く
考
え
は
、
宗
教
の
枠
を
超
え
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
堤
邦
彦
氏）

25
（

は
、
妖
怪
変
化
の
正
体
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
思
い
描
く
人
間
の
気
構
え
に
求
め
る
心
・
妖
一
元
論
の
論
法
は
、
近
世
の
儒
者
に
共
通
す
る
特
色
と
捉
え
て
、「
近
世
初
頭

の
啓
蒙
思
想
が
生
み
出
し
た
人
間
洞
察
が
儒
仏
を
分
か
た
ず
近
似
の
価
値
観
、
世
界
観
に
支
え
ら
れ
て
い
た
点
を
も
の
が
た
る
。」
と
論
じ

て
い
る
。

⑫
「
妖
不
勝
德
」
と
い
う
語
句
は
『
史
記
』（
殷
本
紀
第
三
）
に
あ
る
故
事
を
典
拠
と
す
る
が
、『
十
訓
抄
』（
六
ノ
二
十
八
）、『
太
平
記
三
』

（
巻
第
三
十
）
に
も
見
ら
れ
、鳥
山
石
燕
の
「
今
昔
画
図
続
百
鬼
」
で
は
、暁
を
描
い
た
場
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
近
藤
瑞
木
氏）

26
（

は
こ
の
「
妖

は
徳
に
勝
た
ず
」
に
つ
い
て
、
徳
の
備
わ
っ
た
儒
者
が
妖
怪
を
撃
退
す
る
説
話
が
近
世
に
は
少
な
く
な
い
の
は
、
論
理
的
な
正
し
さ
や
精
神

的
な
強
靭
さ
が
備
わ
れ
ば
、
怪
異
は
恐
れ
る
に
足
り
な
い
と
言
う
考
え
方
が
儒
家
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
た
と
す
る
。
岩
瀬
文
庫
本
の
跋
文

に
は
、「
聖
の
道
の
教
へ
」
の
な
か
に
「
祟
り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
儒
学
の
教
え
を
仏
教
的
な
こ
と
ば
で
説
明
す

る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
堤
氏
の
言
う
よ
う
な
儒
仏
を
分
か
た
ぬ
「
近
似
の
価
値
観
、
世
界
観
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
百
鬼
夜
行
を
儒
学
的
に
捉
え
る
見
方
は
近
世
を
通
じ
て
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
3
）　

人
は
万
物
の
霊

　

岩
瀬
文
庫
本
跋
文
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
儒
・
仏
・
神
の
入
り
混
じ
っ
た
享
受
の
あ
り
方
を
思
わ
せ
る
。
儒
学
の

教
え
を
述
べ
る
中
で
「
聖
の
道
の
教
へ
」
と
し
て
真
っ
先
に
、「
凡
天
地
の
う
ち
に
人
ほ
ど
貴
き
も
の
は
あ
ら
じ
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
人

が
第
一
と
す
る
こ
の
捉
え
方
は
、
歴
博
本
に
は
見
ら
れ
な
い
考
え
方
と
言
え
る
。
こ
こ
に
は
新
し
い
人
間
観
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し

か
し
人
間
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
古
く
か
ら
漢
籍
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
世
後
期
に
な
っ
て
認

識
を
新
た
に
さ
れ
た
捉
え
方
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
香
川
雅
信
氏）

27
（

は
十
八
世
紀
後
半
に
人
間
を
「
万
物
の
霊
長
」
と
見
な
し
、
世
界
の
す
べ
て

を
人
間
の
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
を
促
し
た
も
の
と
し
て
、「
貨
幣
」
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
。

確
か
に
貨
幣
は
価
値
観
の
転
換
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
岩
瀬
文
庫
本
が
作
ら
れ
た
近
世
後
期
の

儒
者
の
間
に
、
人
に
焦
点
を
当
て
る
考
え
方
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

む
す
び

　

歴
博
本
で
鬼
・
鬼
神
は
人
知
を
超
え
た
存
在
で
あ
り
、
対
処
の
術
が
漢
文
で
説
か
れ
て
い
る
が
、
仏
教
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
漢
文

は
儒
者
に
相
応
し
い
形
態
で
あ
る
が
、
儒
学
が
正
学
と
な
り
、
朱
子
学
思
想
が
教
育
の
普
及
に
よ
っ
て
武
士
層
・
庶
民
上
層
へ
と
浸
透
し
て

教
養
化
・
常
識
化
し
た
寛
政
異
学
禁）

28
（

以
前
に
歴
博
本
は
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
享
受
で
き
る
層
は
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
『
書
経
』
の
「
玩
人
喪
徳
、
玩
物
喪
志
」
の
直
後
に
は
、「
無
益
を
作
し
て
、
有
益
を
害
せ
ざ
れ
ば
、
功
乃

ち
成
る
」
と
い
う
文
が
続
く
。
跋
文
で
は
鬼
を
指
し
て
「
戯
玩
」
す
な
わ
ち
玩
物
と
断
じ
た
上
で
、
絵
巻
を
作
り
「
鬼
瞰
之
戒
」
に
す
る
こ

と
を
、
無
益
と
謂
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
無
益
で
あ
る
と
言
い
切
る
形
で
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
書
経
』
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
無
益
と
断
じ
た
行
為
は
、「
有
益
を
害
せ
ざ
れ
ば
」
単
な
る
無
益
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
功
乃
ち
成
る
」
に
転
じ
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
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る
。
跋
文
作
者
が
こ
れ
を
知
ら
ぬ
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
す
る
と
「
功
乃
ち
成
る
」
の
を
見
込
ん
で
「
無
益
を
作
」
し
た
と
い
う
可
能
性
も
出

て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
儒
学
に
忠
実
な
跋
文
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
世
前
期
の
江
戸
儒
林
に
お
い
て
は
、
幕
府
に
よ
っ
て
地
位
を
保
証
さ
れ
た
人
々
の
、
恵
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
の
反
現
実
志
向
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
相
対
的
に
遊
戯
に
向
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

29
（

。
跋
文
作
者
の
鶴
山
は
竹
洞
の
号
を
持
ち
、
自
宅
に
は
林
家
の
人
々
や
俳
人
の
山

口
素
堂
ら
が
数
多
集
い
、
詩
文
や
連
歌
、
誹
諧
に
興
じ
た
と
い
う）

30
（

。
歴
博
本
の
享
受
を
知
る
に
は
作
者
周
辺
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

一
方
、
儒
学
的
で
は
あ
る
が
作
者
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
岩
瀬
文
庫
本
は
、
幕
末
の
朱
子
学
思
想
が
し
だ
い
に
浸
透
し
て
教
養
化
・
常

識
化
し
た
時
代
に
作
ら
れ
て
い
る
。
儒
官
を
一
つ
の
頂
点
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
下
層
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
儒
学
を
学
ぶ
人
々
が
現
れ

た
と
い
う）

31
（

。
素
朴
と
も
見
え
る
岩
瀬
文
庫
本
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
一
人
が
手
掛
け
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
作
者
が
百
鬼
夜
行
の
存
在

に
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
、
人
が
も
っ
と
も
貴
い
と
す
る
こ
と
ば
を
前
面
に
押
し
出
し
て
人
間
中
心
の
考
え
方
が
窺
え
る
こ
と
、
こ
れ
も
や
は

り
時
代
の
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
は
、
共
に
百
鬼
が
夜
行
す
る
絵
を
儒
学
の
見
地
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
描
か
れ
た
も
の
た
ち
は
鬼
難
を
も

た
ら
す
存
在
と
し
て
、儒
学
の
教
え
を
説
く
た
め
の
恰
好
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
ま
た
、儒
者
に
お
け
る
「
戯

作
」
と
受
け
止
め
る
視
点
も
残
さ
れ
て
い
る）

32
（

。
本
稿
は
歴
博
本
と
岩
瀬
文
庫
本
の
跋
文
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
時
代
や
文
化
に
お
け

る
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
享
受
の
問
題
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

注　

＊
引
用
文
に
は
適
宜
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
、
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
1
） 

小
松
和
彦
「
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

百
鬼
夜
行
の
世
界
」（『
人
間
文
化
』
10
、
人
間
文
化
研
究
機
構
、
二
〇
〇
九
・
一
〇
）。

（
2
） 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
蔵
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
と
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
に
は
詞
書
が
あ
り
、
治
承

の
末
の
福
原
遷
都
で
荒
れ
果
て
た
屋
敷
で
起
こ
っ
た
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
3
） 

小
松
和
彦
氏
は
、
真
珠
庵
本
と
は
別
系
統
の
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
し
て
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
蔵
「
百
鬼
ノ
図
」
を
挙
げ
、
そ
の
祖
本
の
方
が
真
珠
庵

本
よ
り
古
い
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
謎
』
集
英
社　

二
〇
〇
八
）。

（
4
） 
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

（
5
） 
常
光
徹
「
百
鬼
夜
行
図
」（『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』
人
間
文
化
研
究
機
構　

二
〇
〇
九
）。
清
水
実
「
百
鬼
夜
行
図
」（『
特
別
展　

大
妖
怪
展
―
鬼
と
妖
怪

そ
し
て
ゲ
ゲ
ゲ
』
三
井
文
庫
・
三
井
記
念
美
術
館　

二
〇
一
三
）。

（
6
） 

注
4
に
同
じ
。

（
7
） 

注
5
に
同
じ
。
大
庭
卓
也
「
人
見
竹
洞
と
東
皐
心
越
―
竹
洞
伝
の
一
齣
―
」（『
語
文
研
究
』
82　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会　

一
九
九
六
・
一
二
）。

（
8
） 

注
4
に
同
じ
。

（
9
） 

鈴
木
一
馨
「
日
本
に
お
け
る
風
水
と
陰
陽
道
」（
林
淳
・
小
池
淳
一
編
著
『
陰
陽
道
の
講
義
』
嵯
峨
野
書
院　

二
〇
〇
二
）。

（
10
） 「
暦
林
問
答
集
」
釈
忌
夜
行
第
四
十
九
（『
群
書
類
従
第
28
輯
』
雑
部　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
三
三
）。「
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
」
に
も
百
鬼
夜
行

日
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 『
大
鏡
』
序
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34　

小
学
館　

一
九
九
六
）。『
宝
物
集
』『
付
喪
神
記
』
に
も
同
様
の
説
話
が
あ
る
。

（
12
） 『
周
易
孔
義
集
説
』
巻
五
十
（
四
庫
全
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。
他
に
『
周
易
義
海
撮
要
』
巻
六
、『
周
易
伝
註
』
巻
四
、『
周
易
観
象
』
巻
八
等
。

（
13
） 『
二
程
全
書　

上
」
中
文
出
版
社　

一
九
七
二
。

（
14
） 

市
川
安
司
「
巻
四
・
存
養
」
余
説
（『
近
思
録
』
日
本
思
想
大
系
37　

明
治
書
院　

一
九
七
五
。

（
15
） 

揖
斐
高
「
風
雅
論
」（『
俳
諧
と
漢
文
学
』
和
漢
比
較
文
学
叢
書
16　

汲
古
書
院　

一
九
九
四
。

（
16
） 

注
4
に
同
じ
。

（
17
） 『
拾
芥
抄
』
諸
事
吉
凶
部
第
三
十
八
（『
禁
秘
抄
考
註　

拾
芥
抄
』
改
訂
増
補
故
実
叢
書
22　

明
治
図
書
出
版　

一
九
九
三
）。

（
18
） 「
尊
称
陀
羅
尼
」
で
鬼
難
を
避
け
た
話
は
他
に
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
四
「
依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
第
四
十
二
」、『
打
聞
集
』
二
十
三
「
尊
勝

陀
羅
尼
事
」
等
。

（
19
） 『
列
氏
上
』
天
瑞
第
一
（
岩
波
文
庫　

岩
波
書
店　

一
九
八
七
）。

（
20
） 「
三
徳
抄
」（『
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』
日
本
思
想
大
系
28　

一
九
七
五
）。
他
に
中
江
藤
樹
『
翁
問
答
』、
貝
原
益
軒
「
五
常
訓　

巻
之
一
」
等
。
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（
21
） 「
浮
世
物
語
」（『
仮
名
草
子
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
74　

岩
波
書
店　

一
九
九
一
）。「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
を
翻
訳
・
ロ
ー
マ
字
表
記
し
た
『
イ
ソ
ポ

の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
も
同
様
の
語
が
記
さ
れ
る
。

（
22
） 
西
田
浩
三
『
人
は
万
物
の
霊　

日
本
近
世
文
学
の
条
件
』
森
話
社　

二
〇
〇
七
。

（
23
） 「
空
華
日
用
工
夫
略
集
二
」（『
続
史
籍
集
覽
』
近
藤
瓶
城
編　

近
藤
出
版
部　

一
九
三
〇
。

（
24
） 

衣
笠
安
喜
『
近
影
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局　

一
九
七
六
。

（
25
） 

堤
邦
彦
「
怪
異
と
の
共
棲
―
江
戸
時
代
人
は
何
を
怖
れ
た
か
―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
50　

二
〇
〇
〇
・
五
）。

（
26
） 

近
藤
瑞
木
「
儒
者
の
妖
怪
退
治
―
近
世
怪
異
譚
と
儒
家
思
想
―
」（『
日
本
文
学
』
55　

日
本
文
学
協
会　

二
〇
〇
六
・
四
）。

（
27
） 

香
川
雅
信
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』
角
川
学
芸
出
版　

二
〇
一
三
。

（
28
） 

注
24
に
同
じ
。

（
29
） 

日
野
龍
夫
「
近
世
前
期
の
江
戸
詩
壇
」（『
江
戸
の
儒
学
』
日
野
龍
夫
著
作
集
1　

ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
五
）。

（
30
） 

大
場
卓
也
「
水
竹
深
処
」
考
―
人
見
竹
洞
の
別
墅
と
江
戸
俳
壇
―
（『
近
世
文
藝
』
68　

日
本
近
世
文
学
会　

二
〇
〇
二
・
九
）。

（
31
） 

横
田
冬
彦
『
知
識
と
学
問
を
に
な
う
人
び
と
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
。

（
32
） 

歴
博
本
を
戯
作
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
小
林
幸
夫
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
。

図
像
典
拠

・
岩
瀬
文
庫
本　

岩
瀬
文
庫
蔵
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
。

・
歴
博
本
『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』
人
間
文
化
研
究
機
構　

二
〇
〇
九
。




